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(17)化学教育における学士力の考察

化学教育FD′IT活用研究委員会は、21年 6月 、8月 、10月 、11月 の4回開催し■.

化学教育分野では、教養としての化学教育と専門としての化学教育ρ観点から検討した。

教養レベルでは、身の回りの物質を観察し、有効性や危険性につぃて理解できる力など

をとりあげた。専門レベルでは、原子、分子レベルの理解や実験解析技術を身に付け、

物質を安全に活用できる力などに配申してとりまとめた.その上で、サイバーFD研究員

262人に意見を求めたところ、25人 (10%)から意見が寄せられ、一般レベル、

専門レベ″を明確にするなどを改定や修正を加えて以下の通りとりまとめた。ここでは、

「コア・ カリキユラムのイメージ」、「測富方法」を割愛したので、詳細は資料編 【資

料5】 を参照されたい。
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(17)化学教育 :|お ける情報教育

   考察をとりまとめの後、22年 1月 、22
化学教育FDノIT活用研究委員会は、学士力

年3月 に2回開催した。検討で13、 信頼性ある化学情報の収集、分子モデルの摘画、分

子計算ソフトによる化学的性質の予測、データの収集・解析。評価などをとりあげた。

化学の善本的な学習に,報通信技術を通切に活用できる。
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